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(57)【要約】
【課題】電池セルを外装体の内部に収容した後において
外装体の内部への水分の浸入を抑制するとともに、電池
セルを外装体の内部に収容した後において何らかの事情
で外装体の内部に水分が浸入してガス等が発生した場合
において、外装体の内部から水分やガス等を効率的に除
去可能とする。
【解決手段】外装体と、前記外装体の内部に収容された
少なくとも一つの電池セルとを備え、前記外装体は、前
記外装体の外部から前記外装体の内部へと乾燥空気を導
入する開閉可能な導入口と、前記導入口とは別に、前記
外装体の内部の気体を前記外装体の外部へと排出する開
閉可能な排出口とを備え、前記導入口及び前記排出口が
閉じた状態において、前記外装体の内部の圧力が大気圧
よりも高い圧力に保持されている、電池構造体とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外装体と、前記外装体の内部に収容された少なくとも一つの電池セルとを備え、
前記外装体は、前記外装体の外部から前記外装体の内部へと乾燥空気を導入する開閉可能
な導入口と、前記導入口とは別に、前記外装体の内部の気体を前記外装体の外部へと排出
する開閉可能な排出口とを備え、
前記導入口及び前記排出口が閉じた状態において、前記外装体の内部の圧力が大気圧より
も高い圧力に保持されている、
電池構造体。
【請求項２】
前記導入口よりも上流に空気を乾燥させる構造を備える、
請求項１に記載の電池構造体。
【請求項３】
前記導入口よりも上流に空気を加圧する構造を備える、
請求項１又は２に記載の電池構造体。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか１項に記載の電池構造体を備える電池システムであって、
前記電池システムは、
前記電池セルの運転時において、前記導入口及び前記排出口の双方を開き、前記導入口を
介して前記外装体の内部へと前記乾燥空気を導入しながら、前記外装体の内部の前記気体
を前記排出口を介して前記外装体の外部へと排出し、
前記電池セルの運転停止時において、前記導入口及び前記排出口を閉じ、前記外装体の内
部の圧力を大気圧よりも高い状態に保持する、
電池システム。
【請求項５】
請求項１～３のいずれか１項に記載の電池構造体を備える電池システムであって、
前記電池システムは、
前記外装体の内部の圧力が閾値以下となった場合に、前記導入口を開き、前記導入口を介
して前記外装体の内部へと前記乾燥空気を導入して前記外装体の内部の圧力を増大させる
、
電池システム。
【請求項６】
請求項１～３のいずれか１項に記載の電池構造体を備える電池システムであって、
前記電池システムは、
前記導入口及び前記排出口の双方が開いているときに、前記導入口を介して前記外装体の
内部へと前記乾燥空気を導入しながら、前記外装体の内部の前記気体を前記排出口を介し
て前記外装体の外部へと排出する、
電池システム。
【請求項７】
前記外装体の内部の水分量が閾値以上となった場合に前記導入口及び前記排出口の双方を
開く、
請求項６に記載の電池システム。
【請求項８】
前記外装体の内部において発生した気体の濃度が閾値以上となった場合に前記導入口及び
前記排出口の双方を開く、
請求項６又は７に記載の電池システム。
【請求項９】
請求項４～８のいずれか１項に記載の電池システムを備える車両であって、
前記外装体の前記排出口が、前記車両の排気ダクトに接続されており、
前記外装体の内部から前記排出口を介して前記外装体の外部へと排出される前記気体が、
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前記排気ダクトを介して前記車両の外部へと排気される、
車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、電池構造体、電池構造体を備える電池システム、及び、電池システムを備える
車両を開示する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、外装体の内部に収容された電池セルを等方加圧して電池セルの内部抵抗
を低減するという課題を開示するとともに、当該課題の解決手段として、電池セルを外装
体内に収容したうえで外装体の内部に低温の気体を充填して密封する技術を開示する。特
許文献１は、気体として乾燥空気が好ましいこと、電池使用時における気体の圧力を０．
０１ＭＰａ以上２０ＭＰａ以下とすることが好ましいことについても開示する。
【０００３】
　特許文献２は、外装体からの気体の漏れを容易に特定するという課題を開示するととも
に、当該課題の解決手段として、外装体からの気体の漏れを検出するための材料によって
外装体の外表面の少なくとも一部を覆う技術を開示する。特許文献２においても、外装体
の内部に気体を充填することで、電池セルを加圧するものとしている。
【０００４】
　特許文献３は、電池モジュール全体を均一に冷却するという課題を開示するとともに、
当該課題の解決手段として、外装体の内部に電池モジュールを冷却する冷媒を供給可能と
するとともに電池モジュールの温度の高い箇所と温度が低い箇所との温度差に応じて外装
体内の圧力を解放可能とする技術を開示する。特許文献３においては、外装体内に供給さ
れる冷媒として空気を用いた冷却風が開示されているが、冷媒としての機能を考慮した場
合、水分を含む空気を用いることが好ましいと考えられる。
【０００５】
　特許文献４は、電池の体積エネルギー密度を低下させるような構成を採用することなく
、外装体の内部の水分（全固体電池の作製過程で付着した水分）を外装体の外部へと除去
するという課題を開示するとともに、当該課題の解決手段として、外装体に逆止弁を設け
たうえで外装体を外部から加熱することにより、逆止弁を介して外装体内に含まれる水分
を除去する技術を開示する。特許文献４においては、外装体内から水分を除去することで
、外装体内を減圧雰囲気とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１１９１５３号公報
【特許文献２】特開２０１２－１６９２０４号公報
【特許文献３】特開２００９－５４３０３号公報
【特許文献４】特開２０１６－６２７１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　外装体の内部に電池セルを密封した電池構造体においては、長期信頼性を得るために、
電池セルを外装体の内部に収容した後において外装体の内部への水分の浸入を抑制するこ
とが課題と考えられる。外装体の内部へ水分が浸入した場合、電池材料と水分とが反応し
て電池材料が劣化する虞があるほか、水分と電池材料との反応によるガス等の発生も懸念
されるためである。また、電池セルを外装体の内部に収容した後において何らかの事情で
外装体の内部に水分が浸入してガス等が発生した場合において、外装体の内部から水分や
ガス等を効率的に除去することも課題と考えられる。特許文献１～４においては、これら
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の課題について何ら想定されておらず、当然ながら、これらの課題の解決手段についても
開示されていない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願は、上記課題を解決するための手段の一つとして、
　外装体と、前記外装体の内部に収容された少なくとも一つの電池セルとを備え、前記外
装体は、前記外装体の外部から前記外装体の内部へと乾燥空気を導入する開閉可能な導入
口と、前記導入口とは別に、前記外装体の内部の気体を前記外装体の外部へと排出する開
閉可能な排出口とを備え、前記導入口及び前記排出口が閉じた状態において、前記外装体
の内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている、電池構造体
を開示する。
【０００９】
　「外装体」は、内部に空間を有する構造体である。外装体の内部の空間は電池セルを収
容可能な一定の容積を有する。
　「電池セル」は、少なくとも正極と負極と電解質とを備え、電気化学反応によって電気
エネルギーを取り出すことが可能である。
　「乾燥空気」は、通常、外装体の外部の空気（大気）よりも水分濃度が低い空気である
。例えば、「露点が－２０℃以下の空気」を本願にいう「乾燥空気」として採用可能であ
る。
　「開閉可能な導入口」は、開状態と閉状態とを可逆的に変更可能であり、開状態におい
て乾燥空気を流通させることが可能な口である。
　「開閉可能な排出口」は、開状態と閉状態とを可逆的に変更可能であり、開状態におい
て外装体の内部の気体を流通させることが可能な口である。
　「導入口と、前記導入口とは別に、…排出口とを備え」とは、導入口と排出口とが外装
体の異なる箇所に備えられることを意味する。
【００１０】
　本開示の電池構造体は、前記導入口よりも上流に空気を乾燥させる構造を備えることが
好ましい。
【００１１】
　尚、外装体の外部と外装体の内部との間に設けられた導入口を基準として、外装体の外
部側を「上流」、外装体の内部側を「下流」とする。
【００１２】
　本開示の電池構造体は、前記導入口よりも上流に空気を加圧する構造を備えることが好
ましい。
【００１３】
　本願は、上記課題を解決するための手段の一つとして、
　上記本開示の電池構造体を備える電池システムであって、前記電池システムは、前記電
池セルの運転時において、前記導入口及び前記排出口の双方を開き、前記導入口を介して
前記外装体の内部へと前記乾燥空気を導入しながら、前記外装体の内部の前記気体を前記
排出口を介して前記外装体の外部へと排出し、前記電池セルの運転停止時において、前記
導入口及び前記排出口を閉じ、前記外装体の内部の圧力を大気圧よりも高い圧力に保持す
る、電池システム
を開示する。
【００１４】
　「電池セルの運転時」とは、電気エネルギーを電池セルから外部へと取り出している間
を意味する。例えば、電池セルからの電気エネルギーを利用して機械的駆動部を稼動させ
る場合、当該機械的駆動部が稼動している間を意味する。尚、回生等でエネルギーを蓄積
している状態についても、電池セルの運転時に含まれる。
【００１５】
　本願は、上記課題を解決するための手段の一つとして、
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　上記本開示の電池構造体を備える電池システムであって、前記電池システムは、前記外
装体の内部の圧力が閾値以下となった場合に、前記導入口を開き、前記導入口を介して前
記外装体の内部へと前記乾燥空気を導入して前記外装体の内部の圧力を増大させる、電池
システム
を開示する。
【００１６】
　本願は、上記課題を解決するための手段の一つとして、
　上記本開示の電池構造体を備える電池システムであって、前記電池システムは、前記導
入口及び前記排出口の双方が開いているときに、前記導入口を介して前記外装体の内部へ
と前記乾燥空気を導入しながら、前記外装体の内部の前記気体を前記排出口を介して前記
外装体の外部へと排出する、電池システム
を開示する。
【００１７】
　この場合は、例えば、前記外装体の内部の水分量が閾値以上となった場合に前記導入口
及び前記排出口の双方を開くことが好ましい。或いは、前記外装体の内部において発生し
た気体の濃度が閾値以上となった場合に前記導入口及び前記排出口の双方を開くことが好
ましい。「外装体の内部において発生した気体」とは、例えば、電池材料の分解によって
発生した気体が挙げられる。具体的には、硫化水素や一酸化炭素が挙げられる。
【００１８】
　上記本開示の電池システムは、例えば、車載用の電源として好適に利用可能である。す
なわち、上記本開示の電池システムを備える車両であって、前記外装体の前記排出口が、
前記車両の排気ダクトに接続されており、前記外装体の内部から前記排出口を介して前記
外装体の外部へと排出される前記気体が、前記排気ダクトを介して前記車両の外部へと排
気される、車両である。
【００１９】
　「排気ダクト」とは、車両に備えられる排気用のダクトをいずれも採用できる。外装体
から車両の外部へと直接排気されるようなダクトを車両に新たに設けてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本開示の電池構造体は、外装体の内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている
。特に、本開示の電池構造体は、導入口から外装体の内部へと乾燥空気を導入することが
でき、乾燥空気によって外装体の内部の圧力を容易に上昇させることができる。このよう
に外装体の内部の圧力を大気圧よりも高めることで、外装体の外部に存在する大気圧下の
水分が外装体の内部へと浸入することを抑制できる。
【００２１】
　また、本開示の電池構造体は、外装体が、開閉可能な導入口と開閉可能な排出口とを別
々に備える。これにより、本開示の電池構造体では、導入口及び排出口の双方を開けた状
態で、導入口から排出口に向かって乾燥空気を流通させることができるため、外装体の内
部の気体を乾燥空気に効率的に置換できる。すなわち、電池セルを外装体の内部に密封し
た後において何らかの事情で外装体の内部に水分が浸入してガス等が発生した場合におい
ても、排出口を介して外装体の内部から外装体の外部へと水分やガス等を効率的に除去可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】電池構造体１０の構成を説明するための概略図である。
【図２】電池構造体１０の外部構成を説明するための概略図であって、電池構造体１０の
うち外装体１、導入口３及び排出口４のみを示す概略図である。
【図３】電池システム１００の動作を説明するための概略図である。
【図４】電池システム２００の動作を説明するための概略図である。
【図５】電池システム３００の動作を説明するための概略図である。
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【図６】車両５００の構成を説明するための概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
１．電池構造体
　図１、２を参照しつつ電池構造体１０を説明する。電池構造体１０は、外装体１と、外
装体１の内部に収容された少なくとも一つの電池セル２とを備えている。また、外装体１
は、外装体１の外部から外装体１の内部へと乾燥空気を導入する開閉可能な導入口３と、
導入口３とは別に、外装体１の内部の気体を外装体１の外部へと排出する開閉可能な排出
口４とを備えている。さらに、導入口３及び排出口４が閉じた状態において、外装体１の
内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている。
【００２４】
１．１．外装体
　外装体１は、内部に空間を有する構造体である。外装体１の内部の空間は電池セル２を
収容可能な一定の容積を有する。外装体１は、後述する導入口３及び排出口４が閉じた状
態において密閉性を有し、内部の圧力を大気圧よりも高い圧力に保持し可能なものであれ
ばよい。外装体１の形状は、電池セル２の形態に応じて決定される。例えば、図１、２に
示すような多面体状の箱型のものを採用できる。外装体１の材質は樹脂製であってもよい
し金属製であってもよい。容易に成形可能であり、且つ、容易に封止が可能である観点か
ら、樹脂製の外装体１が好ましい。例えば、電池セル２の外部を溶融樹脂で被覆し、当該
溶融樹脂を固化させることで、電池セル２の外部を樹脂製の外装体１で覆うことができ、
結果として、樹脂製の外装体１の内部に電池セル２を収容可能である。
【００２５】
　外装体１は、内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている。大気圧よりも高い
圧力としては、例えば、０．１１ＭＰａ以上の圧力を採用できる。このように、外装体１
の内部の圧力を陽圧とすることで、外装体１の外部に存在する大気圧下の水分が外装体１
の内部へと浸入することを抑制できる。
【００２６】
１．２．電池セル
　電池セル２は、少なくとも正極と負極と電解質とを備え、電気化学反応によって電気エ
ネルギーを取り出すことが可能である。正極は、少なくとも正極活物質を含む正極合剤を
備え、必要に応じて正極集電体を備える。また、負極は、少なくとも負極活物質を含む負
極合剤を備え、必要に応じて負極集電体を備える。電池セル２は、非水電解液系、ゲル電
解質系、有機ポリマー電解質系、無機固体電解質系のいずれかの電解質を含む。このよう
な電池セル２の構成は当業者にとって自明である。
【００２７】
　電池構造体１０において、電池セル２は、水分によって変質或いは劣化するような材料
を含むことが前提である。水分により変質或いは劣化する電池材料は当業者にとって自明
である。上述した電池セル２の正極、負極及び電解質は、水分によって変質或いは劣化す
るものが多い。例えば、表面に水が吸着することによって性能が劣化したり、水と化学反
応を起こして別の物質に変換されることで性能が劣化する。電池材料が水と化学反応を起
こした場合、気体の発生を伴う場合がある。例えば、非水電解液は、水と反応して電解液
が分解し、フッ酸のほか二酸化炭素や一酸化炭素が生じ得る。ゲル電解質や有機ポリマー
電解質についても同様である。或いは、硫化物固体電解質のような無機固体電解質は、水
と反応して硫化水素が生じ得る。
【００２８】
　尚、本願の解決課題を考慮した場合、水に電解質を溶解させた水系電解液系の電池セル
は、電池セル２から除外されることが明らかである。
【００２９】
　電池セル２は、外装体１の内部に少なくとも一つ収容されていればよい。特に複数の電
池セル２を直列又は並列に接続して組電池とし、当該組電池を外装体１の内部に収容する
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ことが好ましい。電池セル２はラミネートフィルム（金属箔と樹脂フィルムとの積層フィ
ルム）に包まれた状態であってもよい。すなわち、外装体１の内部にラミネートパックが
収容されていてもよい。尚、電池セルをラミネートフィルムで包んだとしても、当該ラミ
ネートフィルムの封止（熱溶着等）が完全でない場合や、ラミネートフィルムに穴が開く
場合がある。このような場合、ラミネートパック内に水分が浸入する虞があるところ、電
池構造体１０は、上述したように外装体１の内部に水分が浸入することが抑制できる結果
、当該外装体１の内部のラミネートパック内に水分が浸入することも抑制できる。
【００３０】
１．３．導入口
　導入口３は、外装体１の外部から外装体１の内部へと乾燥空気を導入する。すなわち、
導入口３の開口の一端側に外装体１の内部の空間が存在し、導入口３の開口の他端側に乾
燥空気が存在する。また、導入口３は開閉可能である。導入口３は、開状態において外装
体１の内部へと乾燥空気を流通させることができ、閉状態において外装体１の内部を外気
から遮断可能である。導入口３を開閉する機構は特に限定されるものではない。例えば、
圧力変化に応じて開閉する逆止弁のような機構や、電気エネルギーにより駆動する機械的
駆動部によって開閉する機構が挙げられる。中でも、圧力変化に応じて開閉する逆止弁の
ような機構が好ましい。すなわち、外装体１の一部に開口を設け、当該開口に逆止弁を設
けることにより、導入口３を構成することが好ましい。この場合、逆止弁によって、導入
口３を介した気体の流れの方向は、外装体１の外部から外装体１の内部に向かう方向に制
限される。すなわち、大気圧よりも高い圧力が付与された場合に、逆止弁が開き、導入口
３を介して外装体１の外部から外装体１の内部に向かって乾燥空気が導入される。尚、導
入口３が上述の逆止弁を備える場合、外装体１の内部の気体が導入口３を介して外装体１
の外部に漏れ出すことを抑制できる。そのため、外装体内部の圧力を大気圧よりも高い圧
力に保持しやすい。また、例えば、導入口３の上流に後述する空気を乾燥させる構造５と
して吸湿剤を備えていた場合でも、当該吸湿剤が外装体１の内部で発生した気体（硫化水
素や一酸化炭素等）を吸着して水分吸着性能が劣化する事態を防止できる。
【００３１】
　導入口３は外装体１の一部に設けられていればよく、その位置は特に限定されるもので
はない。導入口３は、後述する排出口４に対して上方又は下方に設けられることが好まし
い。導入口３を排出口４に対して上方に設けた場合、外装体１の内部に存在する空気より
も重い気体（上述した硫化水素等）を、外装体１の外部へと排出することが容易となる。
また、導入口３を排出口４に対して下方に設けた場合、外装体１の内部に存在する空気よ
りも軽い気体（上述した一酸化炭素等）を、外装体１の外部へと排出することが容易とな
る。
【００３２】
　外装体１が多面体である場合、導入口３は、後述する排出口４とは異なる面に設けられ
ることが好ましい。例えば、図１、２に示すように、外装体１が六面体（特に直方体）で
ある場合、外装体１の一面に導入口３を設け、当該一面と反対側の面（当該一面と辺を共
有しない面）に排出口４を設けることが好ましい。特に、図１、２に示すように、導入口
３と排出口４とが略対角線上に設けられることが好ましい。このようにした場合、導入口
３を介して外装体１の内部に乾燥空気を導入しながら、排出口４を介して外装体１の内部
の気体を排出する場合に、外装体１の内部の気体の流れがスムーズとなり、外装体１の内
部の隅々にまで乾燥空気を容易に行き渡らせることができ、外装体１の内部の気体を乾燥
空気へと効率的に置換できる。
【００３３】
　導入口３の形状や大きさは特に限定されるものではない。また、導入口３の数は一つに
限定されない。外装体１は二つ以上の導入口３を備えていてもよい。外装体１の形状に応
じて、導入口３の数を適宜決定すればよい。さらに、導入口３は塵等の侵入を防ぐための
フィルター等を有していてもよい。
【００３４】
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１．４．排出口
　排出口４は、外装体１の内部の気体を外装体１の外部へと排出する。また、排出口４は
開閉可能である。排出口４は、開状態において外装体１の内部の気体を外装体１の外部へ
と流通させることができ、閉状態において外装体１の内部を外気から遮断可能である。排
出口４を開閉する機構は特に限定されるものではない。例えば、圧力変化に応じて開閉す
る逆止弁のような機構や、電気エネルギーにより駆動する機械的駆動部によって開閉する
機構が挙げられる。中でも、圧力変化に応じて開閉する逆止弁のような機構が好ましい。
すなわち、外装体１の一部に開口を設け、当該開口に逆止弁を設けることにより、排出口
４を構成することが好ましい。この場合、逆止弁によって、排出口４を介した気体の流れ
の方向は、外装体１の内部から外装体１の外部に向かう方向に制限される。すなわち、逆
止弁が開いた場合、排出口４を介して外装体１の内部から外装体１の外部に向かって外装
体１の内部の気体が排出される。排出口４が逆止弁を備える場合、排出口４を介して外装
体１の外部から外装体１の内部へと外気が侵入する事態を防止できる。尚、排出口４に設
けられる逆止弁が開く圧力は、導入口３に設けられる逆止弁が開く圧力と同じかそれより
も高いことが好ましい。
【００３５】
　排出口４は、外装体１の一部であって、上記導入口３とは別の位置に設けられていれば
よい。好ましくは上述した通りである。排出口４の形状や大きさは特に限定されるもので
はない。また、排出口４の数は一つに限定されない。外装体１は二つ以上の排出口４を備
えていてもよい。外装体１の形状に応じて、排出口４の数を適宜決定すればよい。
【００３６】
１．５．電池構造体におけるその他の構造
　上述したように、導入口３の他端側には乾燥空気が存在する。乾燥空気は、外気を利用
して導入口３よりも上流にて生じさせることが好ましい。すなわち、電池構造体１０は、
図１に示すように、導入口３よりも上流に空気を乾燥させる構造５を備えることが好まし
い。構造５の具体例としては、シリカゲルのような吸湿剤を設置した構造、ヒーターのよ
うな加熱手段を設置した構造、吸湿剤と加熱手段とを組み合わせて設置した構造等、種々
の構造が考えられる。特に、吸湿剤と加熱手段とを組み合わせて設置した構造が好ましい
。これにより、吸湿剤の水分吸着量が飽和して水分吸着性能が失われた場合に、当該吸湿
剤を加熱手段で過熱して水分を脱離させることで、吸湿剤を再生することができる。
【００３７】
　構造５を設ける位置は導入口３よりも上流側であればよい。例えば、図１に示すように
、導入口３の上流側に導入口３と接続する空間６を設け、当該空間６の内部に構造５を設
けることができる。空間６は開閉可能な外気供給口７を介して外気を取り込むことが可能
とされている。すなわち、供給口７を介して外部から空間６に空気を取り込み、構造５に
よって当該空気の乾燥を行い、乾燥空気を得ることができる。この場合、供給口７には逆
止弁が設けられていることが好ましい。構造５によって乾燥された空気が供給口７を介し
て外部へと漏れ出すことを抑制できるためである。
【００３８】
　上述したように、外装体１は、導入口３及び排出口４が閉じた状態において、外装体１
の内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている。例えば、導入口３から外装体１
の内部へと高圧の乾燥空気を導入して、外装体１の内部の圧力を上昇させたうえで、導入
口３及び排出口４を閉じることで、外装体１の内部の圧力を大気圧よりも高い圧力に容易
に保持することができる。すなわち、電池構造体１０は、導入口３よりも上流に空気を加
圧する構造８を備えることが好ましい。このような構造としては、例えば、ポンプ等の昇
圧手段を設置した構造が考えられる。
【００３９】
　構造８を設ける位置は導入口３よりも上流側であればよい。例えば、図１に示すように
、導入口３の上流側に導入口３と接続する空間６を設け、当該空間６に開閉可能な外気供
給口７を接続した場合において、構造８によって外気を昇圧させたうえで、供給口７から
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高圧空気を空間６へと供給するものとすることができる。或いは、図１に示す位置以外に
構造８を設けてもよい。例えば、構造５と導入口３との間に構造８を設けることで、構造
５によって作られた乾燥空気を構造８によって昇圧させたうえで、導入口３から高圧乾燥
空気を外装体１の内部へと導入するものとすることができる。
【００４０】
　また、上述したように、外装体１は、導入口３及び排出口４が閉じた状態において、外
装体１の内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持されている。この点、電池構造体１０
は、外装体１の内部の圧力を観測するために、圧力センサを備えることが好ましい。
【００４１】
　尚、図１、２において、複数の電池セル２同士を直列又は並列に接続する端子や、電池
セル２から外装体１の外部へと電気エネルギーを取り出すための端子等については、説明
の便宜上、記載を省略した。電池構造体１０において、これら端子等の設置構造は従来と
同様の構造とすることができる。
【００４２】
　以上の通り、電池構造体１０は、外装体１の内部の圧力が大気圧よりも高い圧力に保持
されている。特に、電池構造体１０は、導入口３から外装体１の内部へと乾燥空気を導入
することができ、乾燥空気によって外装体１の内部の圧力を容易に上昇させることができ
る。これにより、外装体１の外部に存在する大気圧下の水分が外装体１の内部へと浸入す
ることを抑制できる。
【００４３】
　また、電池構造体１０は、外装体１が、開閉可能な導入口３と開閉可能な排出口４とを
別々に備える。これにより、導入口３及び排出口４の双方を開けた状態で、導入口から排
出口に向かって乾燥空気を流通させることができるため、外装体１の内部の気体を乾燥空
気へと効率的に置換できる。すなわち、電池セル２を外装体１の内部に密封した後におい
て何らかの事情で外装体１の内部に水分が浸入してガス等が発生した場合においても、排
出口４を介して外装体１の内部から外装体１の外部へと水分やガス等を効率的に除去可能
である。
【００４４】
２．電池システム
　電池構造体１０は電池システムに組み込まれ、以下の通り動作し得る。
【００４５】
２．１．電池システム１００
　図３を参照しつつ、電池システム１００を説明する。電池システム１００は、電池構造
体１０を備える。また、電池システム１００は、電池セル２の運転時において、導入口３
及び排出口４の双方を開き、導入口３を介して外装体１の内部へと乾燥空気を導入しなが
ら、外装体１の内部の気体を排出口４を介して外装体１の外部へと排出する（図３（Ａ）
）。一方、電池システム１００は、電池セル２の運転停止時において、導入口３及び排出
口４を閉じ、外装体１の内部の圧力を大気圧よりも高い状態に保持する（図３（Ｂ））。
【００４６】
　このように、電池セル２の運転時と運転停止時とで、導入口３及び排出口４の開閉状態
や乾燥空気の流通状態を切り替えることで、外装体１の内部の圧力を大気圧よりも高い圧
力に適切に保持しつつ、外装体１の内部の水分や電池材料から発生した気体を除去できる
。
【００４７】
２．２．電池システム２００
　図４を参照しつつ、電池システム２００を説明する。電池システム２００は、電池構造
体１０を備える。また、電池システム２００は、外装体１の内部の圧力が閾値以下となっ
た場合に、導入口３を開き、導入口３を介して外装体１の内部へと乾燥空気を導入して外
装体１の内部の圧力を増大させる。外装体１の内部の圧力を増大させた後は、導入口３を
閉じ、外装体１を再び密封する。
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【００４８】
　電池システム２００においては、外装体１の内部の圧力の変化に応じて、導入口３の開
閉状態や乾燥空気の流通状態を切り替える。「閾値」としては、大気圧よりも高い圧力を
採用できる。例えば、０．１１ＭＰａである。これにより、外装体１の内部の圧力を常に
大気圧よりも高い圧力に保持することができ、外装体１の内部への水分の浸入を適切に抑
制できる。
【００４９】
　電池システム２００に適用する場合、電池構造体１０は、外装体１の内部の圧力を計測
可能な圧力センサ２０１を備えることが好ましい。圧力センサ２０１の設置箇所は特に限
定されるものではない。圧力センサ２０１の種類は特に限定されず、公知のものをいずれ
も採用可能である。
【００５０】
　尚、電池システム２００において、圧力センサを備えずとも、外装体１の内部の圧力を
大気圧よりも高い圧力に保持することができる。例えば、外装体１の内部の圧力の経時変
化を調べ、外装体１の内部の圧力が閾値以上を保持できる期間を特定する。電池システム
２００においては、この特定された期間毎に定期的に導入口３を開き、導入口３を介して
外装体１の内部へと乾燥空気を導入して外装体１の内部の圧力を増大させることで、外装
体１の内部の圧力を常に大気圧よりも高い圧力に保持することができる。
【００５１】
　或いは、電池構造体１０が導入口３に圧力変化に応じて開閉する逆止弁を備える場合、
導入口３の他端側（外装体１の外部側）を上記閾値よりも高い圧力を有する乾燥空気と接
触させておくことで、外装体１の内部の圧力が閾値以下となった場合に、導入口３の逆止
弁が開き、高圧の乾燥空気が導入される。乾燥空気によって外装体１の内部の圧力が閾値
よりも高い圧力となった場合、逆止弁が閉じ、外装体１が密封されて外装体１の内部の圧
力を大気圧よりも高い圧力に保持できる。
【００５２】
２．３．電池システム３００
　図５を参照しつつ、電池システム３００について説明する。電池システム３００は、電
池構造体１０を備える。電池システム３００は、導入口３及び排出口４の双方が開いてい
るときに、導入口３を介して外装体１の内部へと乾燥空気を導入しながら、外装体１の内
部の気体を排出口４を介して外装体１の外部へと排出する。
【００５３】
　電池システム３００において、導入口３及び排出口４の双方を開くタイミングとしては
、様々なタイミングが考えられる。
【００５４】
　例えば、（１）外装体１の内部の水分量が閾値以上となった場合に導入口３及び排出口
４の双方を開く。この場合、外装体１の内部の水分量を検知するセンサを設けることで、
外装体１の内部の水分量を把握することができる。或いは、湿度計によって外装体１の内
部の水分量を把握することも可能である。水分検知センサや湿度計の設置箇所は外装体１
の内部のどこであってもよい。
【００５５】
　或いは、（２）外装体１の内部において空気とは異なる気体（外装体１の内部において
発生した気体、例えば、電池材料の分解によって発生した硫化水素や一酸化炭素）の濃度
が閾値以上となった場合に導入口３及び排出口４の双方を開く。この場合、外装体１の内
部の特定の気体の濃度を検知するセンサ３０１（例えば、硫化水素センサや一酸化炭素セ
ンサ）を設けることで、外装体１の内部の特定の気体の濃度を把握することができる。セ
ンサ３０１は、外装体１の内部のうち、導入口３よりも排出口４の近くに設けることが好
ましく、図５に示すように、外装体１の内部の排出口４の近傍（排出口４から１０ｃｍ以
内）に設けることが好ましい。或いは、外装体１の内部の圧力が導入乾燥空気の圧力より
も高くなった場合、空気とは異なる気体が発生したものと判断することも可能である。す
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なわち、外装体１の内部の圧力を測定することで、外装体１の内部に発生した気体の濃度
を間接的に把握することも可能である。この場合、センサ３０１に代えて圧力センサを用
いてもよい。圧力センサの設置箇所は外装体１の内部のどこであってもよい。
【００５６】
　或いは、（３）電池システム３００の定期点検時に導入口３及び排出口４の双方を開き
、点検終了後に上記の乾燥空気の導入等を行ってもよい。これにより、点検時に外装体１
の内部に入り込んだ水分や気体を適切に除去可能である。
【００５７】
　或いは、（４）上述したように、電池セル２の運転時に導入口３及び排出口４の双方を
開き、乾燥空気の導入と排出を行ってもよい。
【００５８】
　電池システム３００において、乾燥空気の導入及び外装体１の内部気体の除去を終了し
た後は、導入口３及び排出口４が閉じられ、外装体１が密封されて大気圧よりも高い内圧
に保持される。電池システム３００において、乾燥空気の導入及び外装体１の内部気体の
除去を終了させるタイミングは特に限定されるものではない。このように、電池システム
３００によれば、外装体１の内部に浸入した水分や、外装体１の内部に発生した気体を、
外装体１の外部へと適切に除去できる。
【００５９】
２．４．その他の形態
　電池構造体１０を備えた電池システムは、導入口３及び排出口４の双方を閉じた状態、
導入口３のみを開いた状態、排出口４のみを開いた状態、並びに、導入口３及び排出口４
の双方を開いた状態、のいずれかの状態を採る。すなわち、導入口３及び排出口４の双方
を閉じた状態においては、外装体１が密閉される。また、導入口３のみを開いた状態にお
いては、例えば、導入口３から外装体１の内部へと乾燥空気を導入して外装体１の内部の
圧力を増大させることができる。また、排出口４のみを開いた状態においては、例えば、
外装体１の内圧によって、外装体１の内部の水分等を外装体１の外部へと排出することが
できる。さらに、導入口３及び排出口４の双方を開いた状態においては、例えば、導入口
３を介して外装体１の内部へと乾燥空気を導入しながら、外装体１の内部の気体を排出口
４を介して外装体１の外部へと排出することができる。
【００６０】
　このように、電池構造体１０を備えた電池システムにおいては、導入口３の開閉の制御
、排出口４の開閉の制御、及び、乾燥空気の導入の制御を含む種々の動作制御が必要とな
る。これらは公知の制御手段を応用することで実施可能である。当業者にとっては自明な
事項であるため、ここでは説明を省略する。
【００６１】
　尚、上記の説明では、電池システム１００、２００及び３００の形態を別々に説明した
が、電池システム１００、２００及び３００のうちの少なくとも２つの構成を組み合わせ
て一つの電池システムを構成することも可能である。
【００６２】
　以上の通り、電池構造体１０を備えた電池システムによれば、外装体１の内部の圧力を
大気圧よりも高めることで、外装体１の外部に存在する大気圧下の水分が外装体１の内部
へと浸入することを抑制できる。一方で、電池セル２を外装体１の内部に密封した後にお
いて何らかの事情で外装体１の内部に水分が浸入してガス等が発生した場合においても、
排出口４を介して外装体１の内部から外装体１の外部へと水分やガス等を効率的に除去可
能である。
【００６３】
３．車両
　図６を参照しつつ、車両５００について説明する。車両５００は、上記の電池システム
を備える。車両５００において、外装体１の排出口４が、車両５００の排気ダクト５０１
に接続されており、外装体１の内部から排出口４を介して外装体１の外部へと排出される
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気体が、排気ダクト５０１を介して車両５００の外部へと排気される。
【００６４】
　このように、排出口４を排気ダクト５０１に接続することで、外装体１の内部で発生し
た気体（例えば、上記の硫化水素や一酸化炭素）が車室内に充満するといった事態を防ぐ
ことができる。また、排気ダクト５０１における気体の流れによって、外装体１の内部の
気体が排出口４の出口近傍に滞留することが無く、外装体１の内部の気体を外装体１の外
部へと効率的に除去することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本開示の電池構造体及び電池システムは、車載用の大型電源として利用可能である。
【符号の説明】
【００６６】
１０　電池構造体
　１　外装体
　２　電池セル
　３　導入口
　４　排出口
　５　空気を乾燥させる構造
　６　空間
　７　外気供給口
　８　空気を加圧する構造
１００　電池システム
２００　電池システム
　２０１　圧力センサ
３００　電池システム
　３０１　特定の気体の濃度を検知するセンサ
５００　車両
　５０１　排気ダクト
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